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　The 　self−incompatibllity（S）genotypes　 of
‘Tsugaru’，

‘Sekaiichi 
‘Natsumidorゴ，

‘Akita　Gold 
M ．9and 　160ther　cultivars 　and 　strains 　corresponding 　to　each 　S−allele　genotype 　were 　determined

by　controlled 　cross 　pollination．　 Those　 of 　450thers 　reported 　 earlier 　 were 　 reconfirmed ．　The

genotypes 　and 　the 　corresponding 　cultivers 　and 　strains 　are ；

　（SJa，　SJb）＝
」Golden　Delicious

’

　（SJa，　S∫c）
＝‘Akita　Gold｝，

‘
塑

’
，　Touhoku 　10，塾 ，鹽 ⊥，（4）

−424，（4）−425

　（SJa，　SJd）＝
‘Toukou ’

，壁 ，　Ri・93
　（SJa，　S」 e）

＝‘Redgold ’
，
‘Kinsei’，　Karo　Fumei ，　Rero　l8

　（SJal　SJD 竺
‘
墮 h塑    

一4186，（4）
−4195

　（SJb，　SJc）＝
‘Hatsuaki’，

’Sekaiichi’
，

‘
Natsumidori ∵ エ塑 ∵ Kuifua’，　Moriok駐 52，（4）

−511

　（SJb，　SJd）＝
‘
1塑 互旦

’
，
‘
堕 旦

’
（4）

−300，（4）
−330，（4）

−725， （4）
−4189，（4）

−4190

　（SJb，　S∫e ）＝ （4）
−150 ，（4）

−743

　（S∫b，S」f）＝還 ，
’
一

’
，
‘Umezawa ’，　MQrioka　53，（4）−1，（4）

−6．（4）
−15，（4）

−516，

　　　　　　 （4）
−4187 、（4）−4270，（4）−4271

　（SJc，　SJd）＝
‘
Jonathan

’
，
‘Himekami   旦二塹

　（SJc，　SJe）＝ Delicious
’
，
‘
型 1

，
，
已Jonader，

‘Melrose，，（4）−161，（4）−247，（4）
−267

　（SJc，　SJf）＝cFuji ’
，
‘Shinkou ’

，1−661 ， （4）
−69

， （4）
−104

　（SJd，　SJe）＝Touhoku 　5，1−172
　（SJd，　SJf）＝

‘
Sellshu

’
，
‘
lwakami

’
，1−687

　（SJe，　S∫
f）＝

‘Ralls　Jane ビ

　Underlined　cultivars 　and 　strains 　were 　newly 　determined　in　this　repor し
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　現 在 まで に
，
SJa〜SJfの 6 対立 遺伝子 の 組合せ で で き

る 15種 類 の S 遺伝子 型 に 対応 し た 品種
・
系統を確定 し

た が （小 森 ら，1996，1999），各 S 遺伝 子 と 対応 し て い

る 系統 の 多 くは 果樹試 験 場 リ ン ゴ 支 場 の み が 有 して い る

育成系統 で あ る．解析をよ り行 い や す くす る た め に は
，

各研究機関等 に 広 く保有 され て い る 品種の S 遺伝子 型

を明 ら か に す る こ と が 必要で あ る．そ こ で 本報告で は ，
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前報 で 設定 した 各 S 遺伝子型 に 対応 す る 品種
・
系統 を

使 用 し て ，栽培品種 を中心 に よ り 広範 に S 遺伝子型 の

解 析 を試 み た ．

材 料 お よ び 方 法

1．M 。9 お よ び
‘Northern　Spy’の 解 析

　M ．9お よび
‘N   rthern 　Spy ’の 実 生 につ い て 13品種 ・

系統 で 偏父性不親和性 の 調査 を行 い ，
‘Northern　Spy’と

M9 お よび M ，9 と
‘
梅沢

’
の 交雑和合性 に つ い て も調 査

し た （第 1 表），ま た M ，9 お よ び
‘Northern　Spy’に つ い

て は
， 偏 父 性 不 親和 調 査 の 結 果 か ら

， 出現 が 予 想 さ れ る

S 遺 伝子 型 既 知 の 品種 ・系 統 と の 33 交 雑 組 合せ を行 い
，

結実 率 お よ び 1果 当 た り種子 数 の 調 査 を 行 っ た （第 2

表）．な お
‘Northem 　Spy ’

の 実 生 で あ る
‘
高原

’
，

‘
五 所

’
，

’
八 甲

’
，
‘
津軽

’
，福 浦 ，

‘

岩木
’
，
‘
梅 沢

’
は 前 田 顕三 育成 に

よ る ワ タ ム シ 抵抗性品種 で あ り，3428，3430，M ．2，

M ．7，M ．9，　 M ．　25 は イー
ス ト ・モ

ー
リ ン グ 試験場育 成

・選抜 の リ ン ゴ 台木系統 で あ る，ま た MM ．106 お よ び

MM ，115 は
，

ジ ョ ン ・イ ン ネス 試験場 と イース ト ・モ

ーリ ン グ試 験 場 の 共 同 研 究 に よ っ て 育成 され た ワ タ ム シ

抵 抗性台 木 で あ る．

2．（SJa，　SJC），（SJa，　S」f） 型 品 種 の 選 抜

　
‘
ゴー

ル デ ン
・デ リ シ ャ ス

’
（以下 GD ） ×

‘
ふ じ

’
（以 下

F） の 実 生 で あ る，秋 田 県果樹試験場育成 に よ る
‘
ア キ

タ ゴ ール ド
’
（丹波 ら

，
1994＞ お よ び

， 成 田 正 育成 の
‘
成

保 光
’
の S 遺伝子 型 を解析す る た め に

， （SJa，
　SJC）型系

統 で あ る　（4）−424， （4）−425， （SJb，　SJc）型 品 種 で あ る

‘

は っ あ ぎ ， （S．Ta，　SJf）型 系統 の （4）−4186， （4）
−4195，

（SJb，　SJf）型 系 統 の 盛 岡 53号 ，（4）−4270，（4）−4271

お よび M ．9 との 交 雑 を行 っ た （第 3 表），

3 ．（SJb，　SJd） 型 等 の 選 抜

　
‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’
と

‘
紅玉

’
似 下 J） の 交 雑 実

生 の S 遺伝子型 を解析す る た め に
， 谷内 九 郎育成 の

‘
紅

月
’
（GD × J＞， 青森県 りん ご試験場育成 に よる

‘
つ が る

’

（GD ×J）， お よ び果 樹試験 場 リ ン ゴ 支場育成 の 東北 10

号，リー24，リー34，リー51，リー93 （い ず れ も J× GD ）

の 7 品 種 ・系 統 に つ い て ，（SJa，　SJC）型 の （4）−424，

（4）−425，（SJb，　SJc） 型 の
‘
は つ あ ぎ ，（SJa，　SJd）型 の

‘
東光

’
， （SJb，

　SJd） 型 の （4）−300，（4）−330 と の 交 雑

（第 4 表），お よび
‘
つ が る

’
と
‘
紅 月

’
t 東 北 10号 ，リ

ー24，

リ
ー34，リ

ー51，リ
ー93 との 交雑 （第 5 表）を行 っ た．な

お
‘
つ が る

’
の 親品種 に つ い て は 原田 ら （1991）の 解析結

果 に した が っ た．

4．そ の 他 の 品 種 の S 遺 伝 子 型 の 解 析

1）
‘
紅 玉

’
と
‘
デ リ シ ャ ス

’
の 交 雑 実 生 の 解 析

　
‘
紅玉

’
と
‘
デ リ シ ャ ス

’
（以 下 D ） の 交 雑 実 生 で あ る，

‘Holly’，
‘Jonadel’，

‘Melrose ’（以 上 」× D ），ウ
ー45 （D

× J） の 3 品 種 1 系統 に
， そ れぞれ戻 し 交雑 を行 っ た

（第 6表〉．な お
‘
Holly’

お よ び
‘Melrose ’

は オ ハ イオ 農業

試験場，
‘Jonadel’は ア イ オ ワ 農業試験場 の 育成品種，

ウ
ー45 は 果樹試験場 リ ン ゴ 支場 の 育成系統 で あ る ．

2 ）
‘
ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’
と

‘
デ リ シ ャ ス

’
の

　　交 雑 実 生 の 解 析

　世 界
一

（D × GD ） （山 田 ら ， 1989＞お よ び
‘

葵花

（Kuihua ）
’

（GD × D ）に 対 し て ， （SJa，　SJc＞型 の （4＞
−424，（4）−425，等，（S．Ta，　SJe）型 の

‘
レ ッ ドゴ ー

ル ド
’
，

‘
金 星

’
，（SJb，　 SJC＞ 型 の

‘
は つ あ ぎ ，（SJb，　 SJe） 型 の

（4）−150，（4）−743 お よ び
‘
世界

一一’
×
‘
葵花

’
の 交雑 を行 っ

た （第 7 表）．な お 世 界
一

は 青森県 りん ご試験場 の 育

成 品 種 ，

‘
葵花

’
は 中国河 北省 昌黎 果 樹研 究所 の 育成 品 種

で あ る，

3）
‘
夏 緑 の S 遺 伝 子 型

　青森県 り ん ご試験場育 成 の
‘

夏緑 （
’

きた か み
’
× メ ク

10）（山 田 ら，1987）と，（S」a，SJe）型 の
‘
レ ッ ドゴ ー

ル

ド
’
、（S亅b，SJC＞型 の

‘
は つ あ ぎ 等，（S、rb ，　 SJe＞型 の

（4）−IJ「O，（SJc，
　SJe）型 の （4）−161，（4）−247 と の 交雑

を行 っ た （第 8 表）．

4） 懈
’
お よ び

’
太 陽 5号

’
の S 遺 伝 子 型

　青森 県 りん ご試験 場育成 の 輝
’

お よび
‘

太 陽 5号
’

（い

ず れ も GD × J）と （S」a，　SJC）型 の （4）−424，（4＞−425

等，（SJa，　SJd） 型 の
‘
東光

’
，（SJb，　SJc＞ 型 の

‘
は つ あ き

’

等，（SJb，　SJd）型の （4）−300，（4）−330 等，（SJb，　SJe）

型 の 　（4）−15〔〕， （4）−743， （SJc，
　S

」
d）型 の

‘
紅 玉

’
， （S」

c
，

SJf）型 の
‘
ふ じ

’
， （SJd，

　SJf）型 の
‘
千秋

’
， そ の 他

‘
成保

光
’
， M ．9 との 交 雑 を行 っ た （第 9表〉．

　交雑 に 当た っ て は ， 原則 と し て バ ル ーン ス テージ の 花

を用 い ，1交雑当 た り 1花 そ う 1花 と し た 15花を供試

し，供 試 花 の 除 雄 は行 わず，受 粉後 袋 か け を行 っ た．対

照 と し て ，1 花 そ う 1花 で 受 粉 を 行わ ず袋 か けの み を行

っ た 10 花 を設 け，自 家結 実 性 お よ び 単為結果性 の 有 無

を確認 し た．受 粉 に 用 い た 花粉 は 3 ℃ の 冷蔵庫 で 貯蔵

し
， すべ て の 交雑が 終了 し た 2〜4 週間後 に シ ョ 糖 17％ ，

寒天 ユ％ の 花粉発芽用 培地 に置床 し ，
12時 間 後 に 発芽率

を調 査 した ．結 実 率 の 調 査 は，受 粉後 3週 間 以 降 に 実 施

した，1果 当 た り種 子 数 は，原 則 と して 結 実 した 果 実 を

成 熟 期 に 収 穫 し，各組 合せ ご とに 調 査 し た．な お，結 実

率 15〜30％ が 和合 と不和合の 境界 と推 定 され た た め ，

15％ 未 満 を 不 和 合 と し た，15％ 以 上 30％ 未 満 の 場 合 は

和合 と不和合の 混合領域 と し，単年度 また は片面交雑の

み の 結果 で は 判断を保留 し た．30％ 以上 は 和合 と し た．

ま た 1果当 た り種 子 数 に つ い て も，
1．5〜3．0個 ま で が

和 合 と不 和合 の 境界 と推定 され た た め ，
1，5個未満を不

和 合 と した，1．D「　− 3．0 個 の 場合 は 混 合領域 と し，単年

度 ま た は 片 面 交 雑 0）み の 結 果で は 判断 を保 留 し た．3．0

個 よ り多い 場合 は 和合 と し た．
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結 果 お よ び 考 察

　交雑試験 に 供試 し た 各 品種 ・系統 の 平均の 自家結実率

お よ び 1 果当た り種 子 数 は
，

‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’

が 24．4％ ・0，78 個 ，

‘
は つ あ ぎ が 2，1％ ・0 個 ，

‘
豊鈴

’

が 50，0％ ・0 個 ，

‘

金 星
’

が 11．1％ ・0，66個 ，

‘

紅 月
’

が 一

64．9％ ・0 個 ，

‘Ontario’が 33．3％ ・0 個 ，

‘
国 光

’
が

10．0％ ・0 個，リー24 が 31．1％ ・0 個，東北 10 号 が

15．0％
・0 個，

‘
つ が る

’
が 2．1％

・0 個，
‘
梅沢

’
が 7．1％

・0 個，で ，そ れ以 外 の 品種 ・系統 は 結実率 0％ で あ っ

た ．
‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’
，

‘
紅 月

’
，

‘Ontario’
， リ

ー24
，

東北 10 号 の 自家結 実 率 は
， 和 合 と 不 和 合の 境 界 値 で あ

る 15％ 以 上 で あ る た め ， この 5 品 種
・系 統 に つ い て は 1

果当た り種子 数 の み で 和合 と不和合 の 判断 を行 う こ と と

し た．そ の 他 の
‘

は つ あ ぎ ，
‘
金 星

’
，
‘
国光

’
，つ が る

’
，

梅 沢
’
に つ い て は 結 実 率お よ び 1 果 当 た り種 子 数 と も和

合 と 不和合 の 境界値で あ る 15％ ，1，5 個 よ り低 い た め 判

断 に 影響 は 無 い もの と 推定 さ れ た ．

　交雑 に 使用 し た 花粉 の 発芽率 は すべ て の 交雑 が 終 了 し

た 2〜4週 間 後 に 調 査 を行 っ て い る た め ， 交 雑 時点 よ り

低 い 値が 示 され て い る と考 え られ る。図 表 等 で 花 粉 発 芽

率 が 著 し く低い に もか か わ らず，結実 率
・1果 当 た り種

子数が 低 くな い 場合 は，花粉発芽率調査 の 遅 れ が 低発芽

率 に 反映 し て い る 可 能性 が あ る．

1 ．M ．9 お よ び
‘Northern　Spy’の 解 析

　M ．9 と
‘Northern　Spy’の 不 和 合 性 は Knight ら

（1962） に よ り報告 され て お り ， S遺伝 子 型 が （S1，　 S2）

と され て い る．著者 らの 交雑試験 で も両者 は 不和合性を

示 し た （第 1 表）．そ こ で M ．9 お よび
‘Northern　Spy’の

S 遺伝子 型 を解析す るた め 両 品 種の 実 生 を用 い て 偏父 性

不親和 の 調 査を行 っ た （第 1 表〉．そ の 結 果 ， 当該実生

の 1 つ の
‘
梅沢

’
が 偏父性 不 親和 （寺見 ら，

1946）を示 し

た こ と か ら ，

‘

梅 沢
’
の 両 親 で あ る

‘
国 光

’
と

‘Northern

Spy’は S 遺伝子 を 1 つ 共有 して い る と推 定 され た．

　M ．9 お よ び
‘Northern　Spy’の 各 S 遺伝子型既知品種

・
系統 と の 交雑親和性を第 2 表 に 示 し た．M9 が （SJb，

S」f）型 の 系統 で あ る 盛岡 53 号 ，（4）−6，（4）−4187，（4）
−4270

， （4）
−4271 と 不 和 合性 を示 し た こ と か ら，

S 遺伝

子 型 は （SJb，　 SJf） で あ る と 推 察 さ れ た ．　 M 　9 と

‘Northern　Spy’

お よ び
‘
梅 沢

’

は，互 い に不 和合性 を示す

こ とか ら （第 1表），3 品 種 が 同
一S 遺伝子 型 で あ る こ

と は 明 か で あ り，した が っ て M ．9＝（SJb，　SJf） は，
‘
梅

沢
’
の 偏父性不 親和 に よ っ て 示 され る

‘
国光

’
（SJe，　SJf＞

と
‘Northern　Spy’の 1遺伝子共有説 と 矛盾 し な い ，以 上

の こ と か ら M ．9
，

‘Northem 　Spy’
，

‘
梅沢

’
の S 遺伝 子 型

は （Sコ
b ，SJf） で あ り ，

　 SJb と S
亅
f は Knight の S

亅
と S2

に相 当 す る こ とが 判 明 した．しか し， SJb＝S1，
　 SJf＝S2

か SJf＝Sl，
　 SJb＝S2で あ る か は ， 現 時点 で は 不 明 で あ

る．

2 ．（SJa，　S」C），（SJa，　SJf＞型 品 種 の 選 抜

　
‘
ア キ タ ゴ ール ド

’
お よ び 成 保光

’
は ，！ゴ ール デ ン ・デ

リ シ ャ ス
’
（SJa，　SJb）×

‘
ふ じ

’
（SJc，　SJf）の 実 生 で あ る

か ら ， そ の S 遺 伝 子 型 は （S亅
a ，SJc）， （SJb，　SJc）， （SJa，

SJf），（SJb，　SJf） の 4 と お りの 可 能性 が あ る．こ れ ら4S

Table　L 　Patroc］inal　incompatibility　tesしin　M ．9prog ¢ nies
’
and ・’NQrthern　Spy’progenies，　a【ld　cross

　 　 incomputibiliしy しes し  ong 　M ．9，　
’
Nonhern 　Spy

’
　and

幽
Umezawa1

Cross　combination

〔Parent　combination ）
Ycar

　 Po］］engermination

　 （
t7c
）

m

記

％

F

　

（

No ．　ofseed
　perfruit

3430（M ．2XM ．9）　 　　 XM ．9
M ．7　　 　 　 × 3428 （M ．9 × M ．7）
Takahara （NS × ASP ）　　 × ASP
’
Ontariげ （NSxWagen 鋤 　　×

’
Wagener

’

MM ．1  6 〔M ．lXNS ）　 　 XNS
幽
Gosho

’
σ × NS ）　　　　　 XNS

Hakkou （J × NS ＞　　　　 × NS

Tsugaru−Maeda ｛亅× NS ＞ × NS
’
Fukuura

’
（R∫× NS）　　　 XNS

‘
且wak ズ〔R∫ XNS ）　　　　 XNS

Um 巳 zawa （RJ　X　NS ）　　 × NS

Ben　Davis　　 × MM ，　l　l5（NS × BD ）

M ．2　　 　 　 × M ，25 （NSXM ，2）
ENS’
巨
Umezawa

’
（RJ × NS ）

Umezawa
’

M ．9

　 　 　 　 XM ．9
　 　 　 　 × M ．9
　 　 　 　 × M ．9
× 　Umezawa

44544444444449999999999999

’
94
’
95
層
97195

26．449534

．945
．837
、837
．8

［7．837
．837
．837
．837
．869
．120
．083

．770
．070
．292
．9

10064

．356
．092
．973
．．360
．062
．542
．164
、355
，603S

．593
．30025

．022
．2

8．006
．867
．866
．92
−’

4．008
．674
、715
．867
．806

、007
．8S

NS ：

’
North巳rn 　Spy

’
，ASP ：

’
Arnerican　Suinmer　Pearr【lain

’
　，　j ；

’
亅onathan

’
，RJ ：

’
Rutts ∫anef ，

BD ： Ben 　Davis
層

tNo
　datayNumber

　offruit ．harvested 　was 　O．
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Table　2．　 CrOSS　COmpatibility 　teSt　in　M ，9and
’
NOrthern　Spゾ．

M ．9 （♀） Nor 血 em 　Spy （♀）

S−genotype
Cultivarand

　strain
Year 　 Pollengermination

　 （％）

Fruitset

（％）

No．　ofseed
　per

丘ruit

　 Pollengermination

　 （％）

m

記

％

F

　

（

No ．ofseed
　perfruit

〔SJa，　SJb｝

〔Sla，　SJd）

（Sja，　S亅e）

（S亅a，SJ¢ ）

（SJa，　SJf）

（S亅a，S∫f）

｛SJb，　Sド）

（SJb，　Sld）
（SJb，　SJd）

（SJb，　SJe）
（SJb，　SJe）

（SJb，　SJf）

（SJb，　SJf）
（SJb，　SJf）

（SJb，　Sエf）

〔SJb．　SJf）

〔SJC，　SJd）

（Slc，　SJe）

（SJC，　SJe）
（SrC．　Sp）

（S」C，S亅f）

〔Sjd．　SJf）

（SJe，　Slf）

幽
Golden 　D ／

z

’
Golden　D ！

z

’
Golden　D ！

1

　　 ，ZToukouKaro

　Fumei

Rero　18

（4）
−4186

（4）
−4186i

（4）
−4 且95

（4）
−4195x

幽
Hatsuaki

’1

（4）
−300

（4）
−4 吐S9

〔4）
−
150

（4）
−743Morioka

　53

Morioka 　53T
’

〔4）−6
「

（4）
−4187

（4）
−4187

〔4）
−4270

（4）
−4270x

（4）
−4271

（4）−4271z

’
Jonathan

’J．

　　　 卩l

Sしaking 　D ．
Slaking 　D ．’乙

（4）
一
皇61

（4）
−247

‘
Fuji

’L

’
Senshu

’1
　　 ，ZSenshu

’
Ral］SJ ．／「
’ 　zRaElsJ．

’
94
’
g5
’
g7

’
95

’
95
唱
95

’
95
’
96
層
95
’
96

’
955599

’
95
’
95

’
95
層
96
’
96
’
95
’
96
’
95
’
96
’
95
’
96

’
95

’
g4
’
95
’
95
’
9595

’
94
’
95

層
94
’
g5

70．0

70．0．

72．077
，580

．897
．76L797

．770

．078606

26152437

．597
、797
，772
．166
．065
，197
．718
．897
．770

．0

70．058
．350
．070

．0

70．0

70．0

88．9

100

】0010070

．040
，010020

．090

．0968696703078OoOOOOOO20

．070

．0

IOO68

．485
．030

．0

66．7

100

7．80

7．6710

．4010
．50

一一ll4

・
ワ
⊃

7．22

一y3

．67756788

5．17

8．ool3
．009577

．676

．60

8．90

37．491

．7

70．037

、8

37．8

37．8

86．790

．9

70．020

．0

100

62．5

9．007

，60

5，176

．33

12．00

9．20
ZReciprocat

　cross

yNo 　dataxNumber

　of 　fruit　harvested　was 　O，
’
GOIden　D ．’：

’
GOIden 　DeliCieUS

’，‘Starking　D ！
‘
Rans　J．層； ’RaUs　Janet’

；
‘StarkingDelicious’，

遺伝子型の 各品種
・
系統 と

‘
ア キ タ ゴ ー

ル ド
’
お よび

‘
成

保光
’
との 交雑結果 は，第 3 表 に 示 し た よ うに

‘
ア キ タ ゴ

ー
ル ド

’
が （SJa，　SJC）型 の 2 系統 と 不和合性を示 し，

‘
成 保 光

’
は （SJa，　SJf）型 の 2 系 統 と不 和 合性を示 し た ．

した が っ て
‘
ア キ タ ゴ ール ド

’
の S 遺 伝 子 型 は （S」a，SJC＞，

‘
成保光

’
は （SJa，　SJf） と推定 され た．

3 ．（SJb，　SJd）型 等 の 選 抜

　
1
ゴ ー

ル デ ン
・デ リ シ ャ ス

’
（Sla，　SJb） と

‘
紅玉

’
（SJC，

SJd） の 交雑実生 か らは 4 つ の S 遺伝子型 が 現れ る は ず

で あ る．そ こ で 当該交雑 の 実生 で あ る 7 品種 ・系 統 と ，

（S」a，SJc）， （SJb，　SJc）， （SJa，　S」d）， （SJb，　SJd＞ 型 の 品

種
・系 統 との 交 雑 を行 っ た ．その 結 果 は第 4表 に示 した
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Tab且e　3．　Cross　compatibility 　Iest　in
‘
Akita　Goldl　and

‘
Na 曲 okQu

’
．

’
Akita　Gold

’
（♀） Narihoko （♀）

S−genOtype
Cu且巳ivarand
　strain Year 　 Pollengermination

　 （％）

Fruitsel

（％）

No ．　ofseed
　periuit

　 Pol且engermination

　 （％）

Fruitset

（％）

No 、　ofseed
　perfruit

（SJa，　Slc）
（SJa，　Slc）

（SJa，　SJf）

（Sla，　S亅f）

（SJb．　Slo＞

〔Slb，　SJf）
（SJb，　SJf）

（S亅b，Slf）

〔SJb．　SJf）

（4）
−424

（4）
−425

〔4）
−42S

（4）
−4186

（4）
■4186

（4）
−4186

（4｝
−4195

（4）
−4195Ha

しsuakiEHa

しsuaki
，乙

Merioka　S3
‘

（4）
−4270

（4）
−4270

（4）
−4270

（4）
−4271

（4）
−4271M
．9M
．9

’
Narihokou

’

’
96
’
95
’
96

’
95
’
96
’
g7
’
95
’
96

’
g5
’
96

’
95
’
95
’
96
’
97
’
96
’
gフ
’
96
’
97

’
96

52．255

．2810685

43．248

．474
．348

．465
．185
．957

．1

85．1

0

塵O．0908084

10010063

．690

．080
．Oloo88

，9

］OO

y

一一］

11．25

950

唱

8086S

．33
−y8

，178

．25

8．89

2y2
一
5

56，154
．061
．743
．2

85．1

29、757
．11D
．097
．7
−y

33．350
．0

0300　

8

100

83．310
．070
．840
、091
．7

0

一
513

7．40

4．3016
．005
．50

　 ＿ylLO7

IReciprocal
　cross

yNodataxNumber

　of 針uit　barvested　was 　O．

よ う に，（SJa，　SJc）型 の 　（4）−424，（4＞−425 と不 和 合性

を示 し た の は，東北 10号 ，リ
ー34，リー51 の 3 系 統 ，

（SJa，
　SJd）型 の

‘
東光

’
と 不和合性 を示 し た の は リ

ー24，

リ
ー93 の 2 系統，（SJb，

　SJd＞型の 　（4＞−300，（4）−330 と

不和合性 を示 し た の は ，
‘
紅月

’
，
‘
つ が る

’
の 2 品種 で あ

っ た t さ らに
‘
つ が る

’
と
‘
つ が る

’
を除く 6 品種

・
系統 と

の 交 雑 を行 っ た 結 果，
‘
紅月

’
が

‘
つ が る

’
と不和合性 を示

し た （第 5 表 ）．した が っ て
‘
紅 月

’
と

‘
つ が る

’
は （SJb，

SJd） 型，東 北 10号，リー34，リー51は （S」a，　 SJc） 型 ，

リ
ー24 と リ

ー93 が （SJa，　 S」d＞型 と推定 され た，な お
‘
紅

月
’
と リ

ー24 は ，前述 の ように 単為結果性 が示 され た た

め ，
1 果 当た り種子 数 の み で 不和合性 の 判断を行 っ た，

リ
ー24 と

‘
東光

’
の 交雑で は 1994

，
1995 の 両年 に ，それ

ぞれ 2．0個 ，2．5個 の 1果 当 た り種子 数が 認 め られ た が，

これ は 和合 と不 和合 の 混 合領 域 に 属す る値 で あ り，その

後 さ ら に 2 年 間 の 追 試 を 行 っ た ．そ の 結 果 1996， 1997

年 は 収穫果 が 得 られ な か っ た の で ，当該組合せ を交 雑 不

和合 と判断 し た．

4 ．そ の 他 の 品 種 の S 遺 伝 子 型 の 解 析

1）‘
紅 玉

’
と

‘
デ リ シ ャ ス

’
の 交 雑 実 生 の 解 析

　
‘
紅 玉

’
（Slc，　SJd＞と

‘

デ リ シ ャ ス
’
（SJC，　SJe）の 交雑実

生 の S 遺伝 子 型 は，（J× D ） が （SJc，　SJe）（SJd，　SJe）

の 2 と お り，（D × J＞ が （SJc，　S｝d） （SJd，　SJe） の 2 と

お り に 分離す る は ず で ある ．こ の 組合せ に 該当す る 3 品

種 1 系統 の 交雑親 和性 を第 6 表 に 示 し た．す な わ ち

‘Holly’
，

昌Jonader
，

‘Melrose’は ‘
ス タ ーキ ン グ ・デ リシ

ャ ズ と交雑不和合性 を示 し た の で
，

こ れ らの S 遺伝 子

型 は
‘
ス タ ーキ ン グ ・デ リ シ ャ ス

’
と 同 じ （SJC，　SJe），

ウ

ー45は
‘
紅 玉

’
と不 和合性 を示 した こ とか ら ，

‘
紅玉

’

と 同

じ （SJC，　SJd）型 で あ る こ と が判 明 した．

2 ）
‘ゴ ー

ル デ ン ・デ リ シ ャ ス
’
と デ リ シ ャ ス

’
の

　　交 雑 実 生 の 解 析

　
‘
ゴ ール デ ン デ リ シ ャ ス

’
（SJa，　SJb＞ と

‘
デ リ シ ャ ス

’

（SJc，　SJe＞の 交 雑 実 生 の S 遺伝 子 型 は
， （SJa，

　SJc）

（SJa，　SJe＞ （S」
b ，　SJc）（SJb，　Sle）の 4 と お り に 分 離す る

は ずで あ る．こ の 組合せ に 該 当す る
‘

世 界
一’

と
‘
葵 花

’
の

交雑親和性 を第 7 表 に 示 し た．す な わ ち
‘
世界

一・’× 葵

花
’
は 交雑不和合 で あ り，同

一
の 遺伝子型 で あ る こ と が

示 唆 され た．ま た ，
‘
世 界

一 ，葵 花
’
と も

‘
は つ あ ぎ と

不 和 合性 を示 す こ と か ら，S 遺伝子型 は
‘
は つ あ き

’
と 同

じ （SJb，SJC）で あ る こ と が 判 明 した ．

3）
‘
夏 緑 の S 過 伝 子 型

　哽 緑 は
‘
き た か み

’
× メ ク 10の 交 雑 実 生 で あ り ，

‘

き

た か み
’
メ ク 10と も に S 遺伝 子 型 は 不 明 で あ る。‘

夏 緑

と
‘
世界

一
の 不和合性 は 石 山 ら （1995）に よ っ て 報告 さ

れ て い る が ，今 回 の 交雑試験 に お い て も同様 の 結果 が得

られ た ，す な わ ち 夏緑 が
’
世界

一’
お よび

‘
は つ あ ぎ と

不 和 合 性 を 示 す こ と か ら （第 8 表），
S 遺伝 子 型 は 両 品
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Tab 且e　4．　Cross　compatibility 　test　in
’
Jonalhan

’
and

‘
Gelden　Delicioud

’
progenies．

〔Sla，　S亅c｝ （SJb，　S声） 〔Sla、　S，d） 〔SJb，　S，d）

Cu］tivar
　 　 　 Year
and 　struin

〔4〕
−424 〔♂） 〔4广425（の

’
Hatsuaki（♀） Teukeu〔♀｝ （4广300（の 〔4｝

−330（の

Po11eロ　　Frult　 No．　of　 Pollen　　Fruit

germma匸bn　 set 　 seedi　ger面 na しi。n 〜et

　 〔％｝　 　〔％）　 fr呱 　　〔％）　　 〔％〉

No、　Qf 　 Pollen　　F田it
seedl 　germination　　set

fruit　　〔％｝　　（％）

No．　of　 Pol］en 　　Fruit

seedl　germ±nation 　 set

fruit　　（働 　　 ｛％）

No．　of　 Pol］en 　　Fruit

〜  d！germi皿aヒ罵on 　 set

fruit　　（％｝　　 〔％）

No、　of 　 Pollen　　 Fru1し　 No，　of
seed’　germlnatioロ　s ¢t　　 seedi

frull　 陶 　　  　　  it

’
KQugelsuI
’　　　　　　　　lKeugelsu
’
Keugetsu

．
幽
Kougeにsu

．

’
Tsugam

’
幽
Tsug 

幽1
幽
Tsugaru

幽
ヨ　　　　　　　　’I
丁sugaru
幽
Tsugam

’

Touhoku 　IOTouhoku

　1げ

TQuboku　lOTouhoku
　10Touhoku
　loz

gs19S

’
961975566755677

9999999999

Ri−24　　　　　
層
94

R「 24　　　　　
層
95

Ri−24！　　　　　g5

R卜 24　　　　　
層
96

R瑕
一24　　　　　97

Ri−34　　　　　
幽
95

Ri−34i　　　　
層
95

R｝
−34　　　　　

噛
96

Ri−34　 　 　 97

RI−51　　　　
噛
94

Rr51 　　　　
層
95

Ri
−51x　　　　

層
95

Ri−51　 　　 96

団一93
団
一93Ri
−93iRi
−93Rl
−93z

4556799999

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9．3
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 18．2
522　　　　77、8　　13，17　　　　1L4　　　　42、9　　　6．00　　　　36．6

52．2　　　　90．0　　　＆67　　　55、2　　　　90、O　　　　　y

52、2　 　 0

y
　　 62．5　 3、20

60、0　　4．50　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66．7
100　　　10．呂9　　　36．4　　　LOO　　　l3．50
80．0　　　6．28　　　36、7　　　　40．0　　　7．33　　　45．5
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40．S

66、7　　　　90．0　　8．33　　　66、7　　　100　　　　8．5D　　　66、7
66．7　　　　66．7　　　3．DO　　　50．0　　　　100　　　　4．67

45．7　　　　90、0　　　6、50　　　3L5　　　　90．0　　10．29

　 　 　 　 　 　 　 22．4
　 　 　 　 　 　 　 61．9
11．4　　　　　0　　　　　　　　　　　67．6

y　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 k−　 　　 8、3

　 　 　 　 　 　 　
，
　　　　66．7　　　8、00　　　32、3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6L9

52．2　　　　60、0　　6、33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呂3、7

52．2　 　 e
−y

　　 o

52、2　 　 0

口．4　 　 0

，
　　 DS5

．2　 　 0

022

．262
．511

．1　　LOO

455 　 　 0

90．0　　6．67　　　22．4　　　1eo　　　　4．25
50．0　　8．DO　　　36、4　　　　88．9　　 7，00
90．0　 6．DO　 　　　　　　　　　 　　　 45．5

100　 　 7、98100
　 　 81050

．O　 S、33

ド　　　　　87、5　　　4．63

59．0　　　　14．3　　2．00
32．3　　　　50．0　　 2．5D　　　66．7

83、8　　　　　0　　　　　　　　　　　45．5
−／／　　 8．3　　

x

9、4　　　　90．0　　7．25　　　66．7　　　100　　　　呂．50　　　66．7
　 　 　 　 　 　 　 36．4　　　100　　　　6、38
76．6　　　　90．e　　7．00

37．06L969

．0

　 　 　 　 60．7　　　　呂57 　　 5．40
100　　7．1388
、9　　L4．50　　　36、4　　　　90．O　　i1．00

tOO　 　 6，60

39．6　　　100　　　　7．5e

52、2　　　　90．0　　　6．75　　　　1L4　　　　70．0　　　6、25　　　90、7

371　　 7．7　　
｝

　 　 　 　 36．4　 　 0

80、0　　　7．25　　　90．7　　　　　0
　 　 　 　 　 」

．
　 　 　 　

−
　 　 　 o

5．8　 　 0

5．S　 　 O

10．2　　 4．2　　
：

60．0　　 ，　　 5．S　　20．O　 −｝

　 　 　 　 10．2　　100　　 5．33

10e　 　 8．OD

9D．0　　7．63

33．3　 3．00

45．5　　　　33．3　　 3．5D

66、7　　　　50．0　　1420

LD．2　　　　37．5　　4、00

455 　　　100　　　10鱒 　　　　5、8　　　［00　　　　7．θ0

45．5　　　　jo．0　　　6．75　　　　5、8　　　　18．2　　　8．00

xReciprocal
　cross

｝No 　dataxNumber
　of 　fruit　harvested 　was 　O．

種 と同 じ （SJb，　SJC＞ と推察され た，

4）輝
’
お よ び 汰 陽 5 号 の S 遺 伝 子 型

　輝
’
と

‘
太陽 5 号

’
は と もに

‘
ゴー

ル デ ン
・デ リ シ ャ ズ

（SJa，　SJb＞ ×
‘
紅玉

’
（SJc，　SJd）の 交雑実生 で あ る か ら 4

つ の S 遺 伝子型 の 可 能 性 が あ る．そ こ で 両 品 種 と （SJa，

SJc）， （SJb，　SJc＞， （SJa，　SJd）， （SJb，　SJd） の 4 遺伝子型

を含め た ， こ れ ま で に S 遺伝 子 型 が 明 ら か に な っ た 各

品種
・
系統 との 交 雑 を行 っ た （第 9表）．そ の 結果 ，

‘
輝

は （S」a，SJC）型 の 各品種
・
系統 と不和合性 を示 し，

‘

太

陽 5 号
’
は （SJb，　SJC＞型 の 各 品 種

・
系統 と 不 和合性 を 示

し た の で ，輝
’
の S 遺伝子型 は （SJa，　SJC），

‘
太 陽 5 号

’

の S 遺伝 子 型 は （SJb，
　SJC） と 判断 し た．

　本報 告 で 新 た に 21 品 種 ・系統 の S 遺伝 子 型 が 明 ら か

に な っ た．現 時 点 で S 遺 伝 子 型 の 明 らか に な っ た 品 種

・系統 を第 10表 に 示 し た．（SJb，　SJe）お よ び （SJd，

SJe）型 を除 き，13の S 遺 伝 子 型 で 品 種 との 対 応 が判 明

し た．

　 リ ン ゴ の S 遺伝子型 の 解析 は Kobel ら　（1939） に よ

っ て 11 の 対 立 遺伝子の 存在 が 示唆 され た の に 始 ま り，

Vondra6ek （1964＞ が，　 Kobel （1939） の 示 し た 品 種 と

東欧の 品種 と の 交雑不和合性 を明 らか に し て
，
3 つ の 東

欧品 種 の S 遺伝 子 型 を設定 して い る．ま た Manganaris
・Alston （1987）は GOT ・1 ア イ ソ ザ イ ム の 複対立遺伝

子 と S 遺伝 子 の 連 鎖 を 用 い て 25品 種 13系 統 の S 遺伝

子 型 を 設 定 し て い る，さ ら に Batlleら （1995） は

Kobel ら （1939） が S 遺伝 子 型 を 設 定 し た 品 種 等 と

Manganaris ・Alston （1987） の GOTI ア イ ソ ザ イ ム の

手法を用 い て ， 両者 の 結果 の 対応関係を調 査 し て い る．

N 工工
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また Janssensら （1995＞ は S 遺伝子 に 特異的な PCR を

用 い て ，
Kobel ら　（1939＞ と Manganaris ・Alston

（1987）の 解析結果 をふ ま え て S 遺伝 子 型 の 解析を行 っ

て い る．上 記 の
一

連 の 研 究 の うち，著者 ら と品 種 が 重 な

る もの は
‘
ゴ ール デ ン ・デ リ シ ャ ス

’
（S2，　S3） と

‘
紅 玉

’

（S7，
　Sg＞ の み で あ る．しか しな が ら，著者 らの

‘
ゴ ール

デ ン
・デ リ シ ャ ス

’
（SJa，

　Slb）の い ずれ が S2 で S3 か は

現状 で は 不明で ある．同様 に
‘
紅玉

’
（SJC，　S」d） の 詳細

も不明で あ る．

　
一

方 ， 上記 の 研究 と は 別個 に Knight ら く1962） は ，

ワ タ ム シ 抵 抗 性 遺 伝 子 と S 遺 伝 子 の 連 鎖 関 係 を推 定 し，

‘Northern　Spy’と
‘M ．9’の 交雑不和合性 か ら両者 の S 遺

伝子型 を （Sl，　S2），

‘Lane ’
s　Prince　Albert’

，

‘M ，12’お よ

び
‘
M ．13’と

‘
Northern 　Spy’と の 交雑実生 の ワ タ ム シ 抵

抗 性 個 体 の 出現 頻 度 の 解 析 か ら ，
こ れ ら 3 品 種 は S1遺

伝 子 を もつ こ と を示 し て い る．本 報 告 で は Knight らの

結果 と あ る程度 の 対応関係 が 明 ら か に な っ た が，今後 さ

らに詳細 に 比較 を行う必 要 が あ る．

　 日本 に お い て は，吉田 ら （1963） が
‘
国光

’
（Sl，　S2）

また は （S4，　S2），
‘
紅玉

’
（S2，　S3），

‘
デ リ シ ャ ス

’
（S4，　S5＞，

Table　6．　Patrocl洫 al　incompatibility　testin
’
Starkjng　De］icious

’

　　 and 　
F

」・na出 an
「
pr・genies．

Table　5．　Cr〔｝ss　compatibihty 　test　in　Tsugaru ．

Cross　oombination
　 　 　 Pollen　　　 Fruit　　 NQ．　of
Year　 germinuti〔川 　　　set　　 seed 　per
　 　 　 　 （％）　　　　 〔％）　　 fruit

（SJC，　Sle） （SS，　S祠）

　 Cultivar
　 　 　 　 　 　 Year
（PareHt　combination ）

’
Tsugaru

’
X
’
Kougctsu

’

Tsugaru ×　Kougetsu

Tsugaru ×　Kougetsu

Tsugaru　× Touhoku　lO
‘
Tsugam

’
× Touhoku　10

Tsugaru　× Ri■24
Tsugar囗　× Ri−24

Tsugaru　 X 　Ri−34
’
Tsugaru

層
XRi

−34

Tsugaru × R孟
冒51

Tsugaru　× Ri−51

Tsugaru 　X 　Ri−93
’
Tsugaru

層
XRi

−93

456999 54．69
．336
．6

011

．llO
、0

SLarking　Delicious（♀） Jona山 an　〔♀）

’
94
’
9594

層
954599

’
95
’
g64599

28．642
．103925325

，966
．7007936962923

00003830406816

．760
．090

．0100

　 Pollen　　　　Fruiし　　　 PQ1亅en 　　　　Fruit

germinatiOn　 Set 　 germinatiOn　 Set

　 （％）　　　 （％ ）　　　 （％ ）　　　 （％）
乙

乙

00048740

蓋

0980002967

、507
，88

Holly（」× D ）‘
Holly

層
‘
Ho皿y

’i

“
Joコudel

’
（∫ XD ）‘

Jonadeゴ
z

’
94
’
95
’
95194

’
g5

34．873
．732
．831

、532
．8

‘
Melrose

’
（j × D）　

’
94　　 100

‘
Metrose

”
95 　　 74．4

U −45 （DXJ ）　　　 94

U−45　　　　 　　　 95

u−45乙　　　　　　　　　
’
95

36．4

000

　

000041

．7ン
　　　 36，4

　 　 　 　 63．4
　 　 　 　 61．0

000

7軋

oo

oooo89

zNumbcrof
『士uit　harvested　was 　O．

xReciprocal
　cross

ン Seed　number 　per　fヒui 【was 　7．50．
J　：

’
Jona 山 an

層

D ；

’
Delicious

’

Table 　7．　CrOSS　COmpatibility 　teSt　in
‘
SekaiiChi

’
and

’
KUifUa

’
，

‘
Sekaiichi

’
（♀） Kuifua（♀）

S−genotypc
Cultivarand
　strain Year 　 Po］lengermlnauon

　 （％）

Fruiに
seし

（％）

No，　of 　　　　 　　Pollen
seed　per　　　　 gcrmination
fruit　 　 　　 　 〔％）

Fruitse
し

（％）

No．　ofseed
　perfruit

（Sla，　SJG）
（Sla，　SJC）
（Sla，　SJC）

（SJa，　Sエe）

（SJa，　SJe｝

（SJb，　Sド）

（SJb，　SJe）

（SJb，　SJe）

（4）
−424

（4 ）
−425AkituGotd

　　　，ZRedgold

’
Kinsei

’

’
Hatsuak ド
’　　　　　　　　　　　り　t
HatsuakiHatsuaki

‘
Hatsuaki

ワ
←
Hatsuakド

（4）
−150

（4）
−150

（4〕
−743

（4）
−743LKuifua

「
‘
Kuifua

’

’
975799

’
95
層
9595

’
95
幽
96
’
96
’
97959795

’
975699

5

一
810302761

．923
，145
．776
．7

63．325

、838

、792
．3

16．733
，362
．566

．760
．00000

45．958

．300

9．oo
−一｝

7．605

、758
，0G

｝

7．00

54．6

54．63

．2
一
9

21．245

．6

44．4

D2202

87．5100

6．00

2、00

6．8312

．OO

ノReciproca］cross

｝
「
No　data
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Table 8. Cross compatibility  test in'Natsumidori''Natsumideri'{\)

S-genetype
Cultivarandstrain

Year   PollengeTmination

   (%)

Fruit
 set(%)

No. efseed
 per

 fruit

(SIa.S]e)(SJb,

 Sic)

(SJb, SJc)

(SJb, SJc}(sJb,SJe}(S.Tc,

 SJe)(SJc,S]e)

t/lRedgoldHatsuaki

 
'
 
i

'Hatsuaki'Hutsuaki

 
X

       'Sekaiichi'Sekaiichi'Z

'Sekaiichi'
'Sekaiichi'X
'Sekaiichi'

'Sekaiichi'i

'Kuifua'

(4)-150(4)-161(4)-247

'95'

 95'96'96'94'94'95'95'96'96'96'95'

 95'

 95

5S.35S.345.7

 6.079.7S6.823,1S5,376.7

 6.092.370.6S7.648.0

70.0oo10.0oooo

 o･10.0e70,O5S.8S.69

S.33

o

lr.

S.506.678.40

zyReciprocatcross

Numberofimitharvestedwas  O.

Table9.  Cross compatibility  test in 
'Kagayaki'and'Taiyou

 5'

'Kgayaki'W) 'Taiyou
 5w)

S-genotype
Cultivarand
 strain Year   Pollengermlnatlon

   (%)

Fruitset(%･)No, ofseed
 per

 imit

  Pollcngermination

   (%)

Fruit

 set(%>

No.ofseed

 per
 imit

(S.la,SIc)<S,a,
 S]c)(SJa,

 SJc)(sJa,

 sJd)

(sJa, sJf)<S]b,SJc)(SJb,SJc)(S,b,Sic)(Sjb,

 SJc){SJb,SJd)(SJb,SJd)(SJb,SJd)

(SJb, SJe)(SJb.Sle)(SJb,SJf)<S]e,

 Sjd)

(SJC,SJf)<S]d,

 SJf)

(4)-424T(4)-425'Ri-51'Toukou'･

      'ToukouToukou'

 
`'Narihoko'Hatsuaki'Hatsuaki''Sekaiichi''Kuifua''Kuifua't

/

Natsumidori

(4)-30oZ(4)-3ooi(4)-33oX'TsuganJ''Tsugaru(4)-150'{4)-743i'M,9'Jonttthan'Jonathan'FLiji''Senshu'

''''

96Y596949S95'95･''''''''''

'

9S969595969695'9696949S9696'gs'Y697'94'94

5227y74.568.34].7

43.941,774.543.943.9

66.745,S

 5,868.341.7

5S.243.974.S66.768.368,3

20.0o6o.e27.370.0

7L4

 90.9100

 60,O100.

88.990.0so.o38,S9o.o

go.e90.0

 2o.e10066.764.3

2,QO150-)･3.7t

6.2U5,506.86

 -y3,57

6,S77.20s.oo7.go8.38

7.837.003,OO6.547.305.14

522

78.3S3236,4S32

71,4S3.2S3.271.471,466.7

78,342.671.4

S3.271.476.057.578.3

20.0

33.90.77.3o850,O

io.oo10.0oo20.0

40.0.62.533.3

80.0an･g6.]oo

44

66.7

8.00

6.506.336.838.00

}t

-}･

3,SO

6.7.oo338.QO

10.173,OO･6.439.506,67

lyReciprocalcross
No  duta
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Ta1｝le　10．　The　S−genotype　of 　cultivars　a皿d　strains．

S−genotype Cu且tivar　and　strain

（SJa，　S，b）

（SJa，　Sトc）

（S，a，　SJd）
（S∫a，Sle｝
（S亅a，SJf）
〔SJb，　S丿c）

（SJb，　S亅d）

（SJb．　S，e ）

（Slc，SJf）

（SJC．　Sld）
（S丿c，SJe）
（SJC，　SJf）
（S，d，　SJe）
（S亅d，Slf）
（SJe，　SJf）

’
Gelden　Delicious

’
‘
Akita　Gold

’
，
E
塑 £ ，Touhoku ．聖曁Ri−34，　tttl，（4）−424，（4）−425’

Toukou
’
，RL−24，　Ri −93

’
Redgold

’
，
卜
Kinsei  Karo　Fumoi，　RerG 皇8

’
Narihoko

’
，（4）−4186，（4）

−4195
’
HatSUaki∵ SekUiChi

’
　，
‘
NatSUmidOr ゴ，

’
TaiyOU　5

’
，
’
廸   MOriOka　52，（4）−5n

’
TUga四

’
，
’
KOUgetSU  ｛4）−300，（4）−330，（4）−725，〔4）−4189，（4）−4190

（4）
−150，（4）−743

M＿＿．9，
“
！NN9！1！egLgR1th　 S　y∵ Umezaw ・

’
・M ・ ・i・   53・（4）−1・（4）−6・（4）冖15・（4）−516・

（4）
−4皇87，（4）−4270．（4）−4271’

Jonathan
’
，
’
Himeka 皿 i

’
　，　U −45

し
DeliCiOUS

’
，
’
旦坐 ∵ 亅Onadel ∵ MelrOSe  （4）

−161，（4）−247，（4）
−267

‘
Fuji

’
，
’
Shinkou

’
，，卜 661，（4）−69，（4）一塵04

Touhoku　5，1−172層
Senshu ，1wakaml ，1−687
Ralls　Janet

Underlined　cuttivars 　and 　strains　were 　newly 　detemined　in　this　report ．

‘
ふ じ

’
（S2，　S5）また は （S2，　S3），

‘
恵
’

（S1，　S3），イー661

（S2，
　S5），ロ ー329 （S4，　Ss＞ ま た は （S1，　S3） と し て い る．

著 者 らの 本報 告 で 新 た に明 らか に な っ た 品種 は ， ほ とん

ど が 吉田 ら （1963） の 報告 が 発表 され た 後に 育成 され た

もの で あり，前報以上の 比較 は で き な か っ た．

　
一

方 ， 間瀬 ら （1994＞ お よび 佐々 ら （1994＞ は リ ン ゴ

柱頭の S糖 タ ン パ ク の 2 次元電気泳動 に よっ て 品種 の S

遺伝子 型 を同 定 して い る，間瀬 ら （1994）お よび佐 々 ら

（1994） と著 者 らで ，材 料 と して 同 じ品 種 を用 い て い る

も の は，
‘
ふ じ

’
（sc，　sf），

‘
は つ あ ぎ （sb，　sc），

‘
夏 緑

（sb，　sc＞，

‘
世界

一

（sb，　S
°

），
‘
ス タ

ー
キ ン グ，デ リ シ ャ

ス
’
（sc，

　S9） 〔以上間瀬 ら （1994）］，‘
ゴ ール デ ン ・デ リ

シ ャ ス
’

（S”

，sb），
‘
紅玉

’
（sc，　S

°

），
‘
国光

’
（sa，　sf），

‘
東

光
’

（sa，　S？），

‘
つ が る

’
（sb，　se） ［以上佐 々 ら （1994＞］

で あ る．こ の うち
‘
ゴール デ ン ・デ ワ シ ャ ス

’
，
‘
ふ じ

’
，
‘
は

つ あ ぎ ，
‘
夏 緑 ，

‘
世 界

一
，は著 者 らの 結 果 と全 く

…一
致

し て い る．一方 ，著 者 らの 結 果 で は
‘
紅 玉

’
（SJC，　SJd），

‘
東光

’
（SJa、　SJd），

‘
つ が る

’
（SJb，　SJd＞で あ る か ら，　 SJd

と se は 同
一

と考 え ら れ る．以上 の 結果 か ら，　 SJa＝sa，

SJbニSb，
　 SJc＝Sc，　 SJf＝Sf，　 SJd＝＝Se，　 SJeニS9 の 可能性

が 高 い ．し か し
‘
国光

’
で SJeと sa の 不

一
致 が 生 じ て お

り，さ らに 多数 の 品 種で 比較検討す る 必 要が ある．

摘 要

　前報 で 設定 し た 各 S 遺伝子型 に 対応 した 品 種 ・系 統

を利用 し て ，栽培品種を中心 に よ り広範 に 品種
・
系統の

S 遺伝子型 の 解析 を試 み た，そ の 結果 15種類 の S 遺伝

子 型 の う ち （SJb，　Sje） お よび （SJe，　SJd）型 を除 く 13

種 類で 品 種 との 対応が 以 下 の よう に 明 らか に なっ た．下

線 を 付 し た もの が，今 回 新 た に S 遺 伝 子 型 が 判 明 し た

品 種
・
系統 で あ る ，

（S」a ，
SJb）

‘
ゴ ー

ル デ ン デ リ シ ャ ス
’

（SJa，　SJC）
‘
ア キ タ ゴ ー

ル ド
’
，
‘
輝

’

，東 北 10号 ，リー34，

　　　　 リ
ー51，　（4＞−424，　（4）−425

（SJa，　SJd＞
‘
東光

’
，リ

ー24，リ
ー93

（SJa，　SJe）
‘
レ ッ ドゴ ール ド

’
，

‘
金星

’
，

カ ロ 不明，レ ロ

　 　 　 　 18

（S∫a ，SJf）‘

成保光
’
（4）−4186， （4）−4195

（SJb，　S」C）
‘

は つ あ ぎ ，
‘

世 界
一

，

‘
夏緑

’
，

‘
太 陽 5号

’
，

‘
葵

　　　　 花
’
，盛岡 52号，（4）−511

（SJb，　SJd）
‘
つ が る

’
，

‘
紅 月

’
，　（4）−300，　（4）−330，　（4）

　　　　 −725
，　（4）−4189，　（4）−419 

（SJb，　SJe）　（4）−150，　（4）−743

（SJb，　SJf）遡 ， 一 ，

‘
梅 沢

’
t 盛 岡53号 ，

　　　　 （4）−1，　（4）−6，　（4）−15，　（4）−516，　（4＞
−4ユ87，

　　　　 （4）−4270，　（4＞−4271

（SJC，　SJd）
‘
紅玉

’
，
‘
ひ め か み

’
，ウー45

（SJc，　S∫e ）
‘
デ リ シ ャ ス

’
，蟹 ，

‘Jonadel’，
‘Melrose’，

　　　　 （4）−161，　（4）−247，　（4）−267

（SJc，　SJf）
‘
ふ じ

’
，

‘
新光

’
， イ

ー661
， （4）−69， （4）−104

（S」
d，SJe）東 北 5号 ， イー172

（S∫d，SJf）
‘

千 秋
’

，
‘

い わ か み
’
，イー687

（SJe，　SJf）
‘

国光
’

　　　　　　　　　　引 用 文 献

Batlle，1、，　F ，　H ．　Alston 　and 　K ．　M ．　Evans ．1995，　The 　use 　of

　　the　isozymic　marker 　gene　Got−1　in　the　recognition 　of　in−

　　compatibility 　S　alleles　in　apple ．　Theor．　Appl．　Genet．90
　 　 ： 303−306．
原田 竹雄

・
石川 隆 二

・
新関　稔

・
斎藤健

一，1991，PCR 法

　 　を用 い た DNA フ ィ ン ガープ リ ン トに よ る リン ゴ 栽培 品

　　種 の 花 粉親 の 判 定，育雑 ，41 （別 2＞ ： 122−123．
石山正 行 ・北 山 弘 ・佐 藤 耕 ・石沢 清 ・中村 喜治 ・鈴木

　　長 蔵 ・山 田三 智穂，1995．リン ゴ の 交雑 和 合性．青森 り

　　ん ご試報．28 ； 1−21．
Janssens，　G ．　 A ．，1．」．　 Goderis，　W ．　 F，　 Broekaert　 and 　W ．
　 　Broothaerts ，1995，　 A 　 molecular 　 method 　 for　 S−allele

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Society for Horticultural Science (JSHS)

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Sooiety 　for 　Hortioultural 　Soienoe 　（JSHS ｝

園 学 雑，（∫，Japan．　Soc．　Hort．　Sci．）67（6＞：880−889，1998． 889

　　identification　 in　 apple 　 based　 on 　 allele −specific 　 PCR ．
　　Theor，　Appl．　Genet．91 ：691−698，
Knight，　R ．　L．，J，　B ，　Briggs，　A ，　M ，　Massee　and 　H ．　M ．　Tyde−

　　 man 、1962．　 Thc 　 inheritance　 of 　 resistance 　 to　 woolly

　　 aphid ，　 Eriosoma 　lanigerum （Hsmnn ．）in　 the 　 apple ．　J，
　 　 Hort．　Sci，37 ：207−218，
Kobel，　F，，　P．　Steinegger　and 　J，　Anliker．1939．　Weitere　Un −

　　tersuchungen 　uber 　die　Befruchtungsverhaltnisse　der

　　Apfel　und 　Birnsorten．　Landow ．　Jb．　Schweiz ： 160−191．
小 森 貞男 ・副 島淳

一・伊 藤 祐司 ・別所英 男 ・小 松宏 光 ・工 藤

　　和典．1996．リ ン ゴ S 遺伝 子 型 基準 品種 の 選抜．園学雑，
　　65　（男［J1）　： 124−125．
小森貞男 ・副島淳

一・工 藤和典 ・小松宏光 ・京谷英壽 ・伊藤

　　祐 司 ・別所 英男 ・阿部 和幸 ・古藤 田 信博．1999，リ ン ゴ

　　の 各 S 遺 伝子型 に 対応 す る品種 ・系 統 の 選抜 園 芸雑 （印

　　刷中）
Manganaris ，　A ．　G ．　and 　F ．　H ，　Alston、1987、　Inheritance　and
　　linkage　 relationships 　 of　glutamate　 oxaloacetate 　trans−

　　aminase 　 isozymes　in　 apple ．　 Theor．　Appl．　 Genet．74 ：

　 　154−161．
間瀬誠子 ・佐々 英徳 ・平野 　久 ・池橋　宏．1994．S 糖 タ ン

　 　パ ク 質 の 分柝 に よる リ ン ゴ 品種 の 自家 不 和合 性遺 伝子型

　　の 同定，育学雑，44 （別 1）：305．
佐 々英 徳 ・碓 田輝 顕 ・木 庭 卓人 ・池 橋 　宏．1994，S糖 タ ン

　　パ ク質の 分析に よ る リ ン ゴ 品種 の 自家不 和 合性 遺 伝子 型

　　の 同定 II：東光，つ が る，陽光，国光の S 遺伝子型．育

　　学 雑，44 （別 2）：265．
丹 波 　仁 ・丹 野貞男 ・佐 藤　廣 ・新 妻胤次 ・多賀谷 松和 ・田

　 　 口 辰雄，リ ン ゴ新 品種
‘
ア キ タ ゴール ド

’
に つ い て ．1994．

　　秋田果 樹試報．24 ： 1−12，
寺 見廣雄 ・鳥潟 博 高 ・島津 裕吉．1946．日本 梨 各 品種 問の 不

　 　稔性 因 f’の 分析．園芸学 研究 集録．3 ：267−271，
Vondr亘こekJ ，1964．　Oplodbovaci　pom6ry　u　jablonf．　Rostlin−

　　n 巨V夕roba 　10 ： 729−749．
山 田 三 智穂 ・鈴木長 蔵 ・石 山 正 行 ・北山　弘 ・佐 藤　耕．
　　1987，リ ン ゴ 新 品種

‘
夏緑

’・‘北斗
’
に つ い て．青森 りん

　 　 こ
“
試 報．　24： 1−10．

山 田 三 智穂
・
鈴木長蔵

・
石山 正 行

・
北山　弘 ・佐藤　耕．

　 　1989．リ ン ゴ
‘
世 界一一’

に つ い て．青 森 りん ご試 報，25 ：

　 　61−72．
吉 田義雄 ・土屋 七郎

・定 盛 昌助．1963．リ ン ゴ の 品種 および

　 　交 配 実 生 間 に お け る交 配 不 親 和 に つ い て ．園 学雑．32
　　（2）：96−102．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


